
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１．ハード事業
畑作物・園芸作物の生産性向上のための畑地かんがい施設の整備、区画整理、
農道整備、水稲から畑作物・園芸作物への作付転換に必要な排水改良や
パイプライン化等の基盤整備を支援します。

２．ソフト事業
実証ほ場の設置・運営、農業機械・施設のリース、果樹・茶に係る新植・改植、
作付転換等の営農の転換等に向けた取組を基盤整備と一体的に支援します。
※地域計画内における整備農地周辺の未整備農地を整備する場合、
機構集積推進費の活用が可能

【実施区域】 農振農用地区域（畑作物・園芸作物が作付けされる農地）、生産緑地 等
【実施要件】 総事業費200万円以上、農業者数２者以上、工事期間原則５年以内 等

＜対策のポイント＞
麦・大豆や野菜等の生産拡大を図るため、畑作物・園芸作物を作付けする地域において、畑地かんがい施設の整備、農地の排水改良等の基盤整備をきめ

細かく機動的に支援します。

＜事業目標＞
農業水利施設の機能が保全され、農業用水が安定的に供給されている農地面積の割合（10割［令和11年度まで］）

畑地帯のきめ細かな基盤整備への支援

水田地域の作付転換への支援

畑の排水改良畑地かんがい施設の整備 農道整備による輸送効率の向上

暗渠排水の整備 野菜・果樹への転換

63 畑作等促進整備事業

［お問い合わせ先］ 農村振興局水資源課 （03-3502-6246)

令和９年度予算概算要求額 3,504百万円（前年度 2,855百万円）

1/2、定額 等
都道府県

国 都道府県 市町村等
1/2、定額 等

大区画化等推進協議会 農業法人等
1/2、定額 等

＜事業の流れ＞
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